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◆	 学会報告◆	 学会報告

1) 仁井見英樹. AI in Laboratory Medicine. - What is the role of AI in laboratory medicine? -. The 13th International Conference 
of Clinical Laboratory Medicine (CBS2024)in Seoul; 2024 Mar 20-22; Korea. (Invited lecture) 

2) 仁井見英樹. 血流感染症における新規バイオマーカー「菌数」 および「NE-WY」の有用性について. 第98回日本

感染症学会学術講演会・第72回日本化学療法学会総会合同学会 シンポジウム13「診療各科における遺伝子検査

の課題と展望」; 2024 Jun 27-29; 神戸. （招待講演） 
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◆	 特　許◆	 特　許
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◆	 その他◆	 その他

1) 仁井見英樹. 特別講演2 : Rotor-Gene Q およびQIAcuity One を用いた「菌数」検査法の開発とその有用性の検証. 
QIAGEN 感染症ウェビナー 感染症の課題とリスクマネジメント; 2024 May 16; オンライン. （招待講演）

2) 仁井見英樹. 遺伝子検査学. 日本臨床検査専門医会 教育セミナー ; 2024 May 20; オンライン. （招待講演）

3) 仁井見英樹. 遺伝学的検査・遺伝カウンセリングと地域医療連携. 富山大学附属病院 第85回地域医療連携セミ
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